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新機能マニュアル 

✔ 表紙 



☑   「ＪＰ－ＮＥＴ／ＮｅｗＣＳＳ連携」機能を新規追加 
  （※ ＪＰ－ＮＥＴのご契約に、連係オプションの追加が必要です。） 
 
 ＪＰ－ＮＥＴとの連携機能として、ぱっとマイニングＪＰから、ＪＰ－ＮＥＴのデータを取得したり、表示す
る機能を追加しました。 
 従来、メインウインドウにあった「公報番号保存」ボタンが、「ＪＰ－ＮＥＴ連携」ボタンに変更になり、Ｄ
ＮＯファイルの保存の他、下記の機能を使用できるようになりました。 
 
  ＪＰ－ＮＥＴで表示 

文書一覧などで選択した文書が、 ＪＰ－ＮＥＴの結果一覧として表示されます。  
 

  ＪＰ－ＮＥＴでデータ更新 
選択された文書について、データに空欄が存在する場合、 
ＪＰ－ＮＥＴとの連携機能を通じて空欄部分に追加することができます。 

 
  ＪＰ－ＮＥＴで引用公報取得 
   選択された文書から取得されている“引用公報”について、ＪＰ－ＮＥＴから公報データを取得

します。 
   ※ 総合ランキングの“文書中の引用公報”の欄の分析対象が適応されます。 
 

 
☑  ＪＰ－ＮＥＴで表示 

 文書ブラウザにも「ＪＰ－ＮＥＴで表示」の機能が追加されました。 
 

 
☑ ＪＰ－ＮＥＴからの連携機能を使う時に、有効にするマイメニューを指定できる機能を追加 

  ＪＰ－ＮＥＴから呼び出す“ぱっとマイニング連携機能”にて、データ読み込んだ後に実行するマイメ
ニューを指定することができます。その一覧に表示するマイメニューをあらかじめ指定しておくことが
できます。 
 
 

☑   メニュー内の「ファイル読込」に、機能を追加 
 
  ファイルの読込時に、公報番号が同じ複数のデータを結合する機能を追加 

追加読込などに、データに重複があった場合、“先に読み込まれた文書”の空欄となっている
項目について、“後から読込まれた文書のデータ”が補充され、ひとつの文書データとしてまと
められます。 
※ 結合ツールのように、優先順の設定などはありません。 
 

  CSVとテキストなど、形式の異なるファイルをまとめて読み込む機能を追加 
複数のファイルを開く際に、形式の異なるファイルが混在している場合、 
「ファイル形式を自動判断に任せて読込」ボタンが表示され、クリックすることで、システムが
自動判断した形式で読込が行われます。 
 

  「ファイルを開く」を操作後に、「追加読込」「新規読込」のどちらの動作を行うか選択画面が
開くように変更しました。 

 
 

☑  その他の変更 
 
  「スコア分布」系の戦略分析にて、重要度を集計軸として使用できるよう修正 

 ※ 従来は出願人・発明者・代理人などの名称項目に限定されていました。 
 

  「設定確認」「ワード分解設定」画面にて、設定内容のファイル保存機能を追加 
 

✔ Ｎ００ Ｖ7.17.1 のアップデートにおける変更点一覧 – システム 

－ 変更点がございます － 



☑   その他・不具合修正（※ぱっとマイニングＪＰでの修正を含む） 
 
  数値単位検索時に、英文字列の途中を単位と見なして区切らないよう修正。 

例：“10to20” を “10t” “o20” のように分解しないよう修正。 
 

  筆頭CPCについて、PMGS説明文を取得する動作が使用できない不具合を修正。 
 

  CSVファイル読込時に【ＯＣＲ】が適切に処理されない問題を修正。 
 

  名称グループ設定の簡単辞書登録をメインウィンドウから開いた際の動作の不具合を修正。 
     
  簡単辞書登録を実行したとき、対象の辞書にユーザ辞書がない場合にシステム辞書へ追

記が行われる不具合を修正。 
 

  一時環境取込みの際に、データファイル名が３文字.csvのものが認識されない不具合を修
正。 
 

  HYPAT-i2にて、請求項が正しく読込めない不具合を修正。 
 

  32ビット版の含数分析（全文書）にて、複数のキーワードを指定してワード一致で集計を行う

と、２つ目以降のキーワードの結果が集計されない不具合を修正。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

✔ Ｎ００ Ｖ7.16.9 のアップデートにおける不具合修正一覧 – システム 

－  不具合の修正をさせていただきました － 



☑   「ＪＰ－ＮＥＴ／ＮｅｗＣＳＳ連携」機能を新規追加機能が搭載されました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

☑  ＪＰ－ＮＥＴとの連携機能として、ぱっとマイニングＪＰから、ＪＰ－ＮＥＴのデータを取得したり、表示す
る機能を追加しました。従来、メインウインドウにあった「公報番号保存」ボタンが、「ＪＰ－ＮＥＴ連携」
ボタンに変更になり、「ＤＮＯファイルを保存」の他にもＪＰ－ＮＥＴの連携機能を使用できるようになり
ました。 
 

☑   「ＪＰ－ＮＥＴで表示」では、文書一覧などで選択した文書がＪＰ－ＮＥＴの結果一覧として表示されま
す。  

☑   「ＪＰ－ＮＥＴでデータ更新」では、選択された文書について、データに空欄が存在する場合、ＪＰ－Ｎ

ＥＴとの連携機能を通じて空欄部分に追加することができます。 
 
☑   「ＪＰ－ＮＥＴで引用公報取得」では、選択された文書から取得されている“引用公報”について、ＪＰ

－ＮＥＴから公報データを取得します。 
 
 

 
 
 

✔ Ｎ０１－１  「ＪＰ－ＮＥＴ／ＮｅｗＣＳＳ連携」機能を新規追加！  – 文書一覧 

－ 待望の連携機能が登場！  － 

☆ ここがポイント！ ☆ 
   「ＪＰ－ＮＥＴで引用公報取得」では、総合ランキングの“文書中の引用公報”の欄の分析対象が適応

されます。 
   「ＤＮＯファイルの保存」では、連係オプションの追加の必要はありません。 
 
 
 

選択された文書から取得されている
“引用公報”について、ＪＰ－ＮＥＴ 
から公報データを取得します。 

選択された文書について、データに
空欄が存在する場合、ＪＰ－ＮＥＴ 
との連携機能を通じて、空欄部分に 
追加することができます。 

文書一覧などで選択した文書が、  
ＪＰ－ＮＥＴの結果一覧として 
表示されます。 

※  ＪＰ－ＮＥＴのご契約に、 
 連係オプションの追加 
 が必要です。 



☑  文書ブラウザにもＪＰ－ＮＥＴの連携を簡単に行なう機能が追加されました。「ＪＰ－ＮＥＴで表示」の
ボタンを押すと文書をＪＰ－ＮＥＴで表示することができます。自動表示で「ＪＰ－ＮＥＴ」を選択しておく
と便利です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☑ 「自動表示」の項目選択がプルダウン形式に変更されました。 
 

✔ Ｎ０１－２  ＪＰ－ＮＥＴで表示 – 文書ブラウザ 

－  文書ブラウザからＪＰ－ＮＥＴへ － 

☆ ここがポイント！ ☆ 
 ＮｅｗＣＳＳをご利用のお客様には、 「ＮｅｗＣＳＳで表示」と表示されます。 

ＪＰ－ＮＥＴで表示することができます。 

文書を開く時に自動で表示する項目を
選択できます。 

※  ＪＰ－ＮＥＴのご契約に、 
 連係オプションの追加 
 が必要です。 



☑ ＪＰ－ＮＥＴから呼び出す“ぱっとマイニング連携機能”にて、データ読み込んだ後に実行するマイメ
ニューを指定することができます。その一覧に表示するマイメニューをあらかじめ指定することができ
ます。 

☑  マイメニュー各行の右に配置された チェックボックスにチェックが入っている状態で、前記一覧に表
示されます。 

✔ Ｎ０２  マイメニューのＪＰ連携機能 – システム 

－  マイメニューが自動で表示される － 

☆ ここがポイント！ ☆ 
 『ぱっとマイニングＪＰ』 と 『ぱっとマイニング・ビューア』のどちらのソフトも１台のパソコンでご利用の
場合は、 『ぱっとマイニングＪＰ』の設定が優先されます。 

チェックボックスのチェックが入っているメニューが、 
ＪＰ－ＮＥＴからのぱっとマイニング連携機能の
データ読込後の一覧に表示されます。 

※ ＪＰ－ＮＥＴの「ぱっとマイニング連携機能」 
オプションに関連して、機能を追加しました。 



☑ ファイルの読込時に、公報番号が同じ複数のデータを結合する機能が追加されました。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☑ 追加読込などに、データに重複があった場合、“先に読み込まれた文書”の空欄となっている項目に
ついて、“後から読込まれた文書のデータ”が補充され、ひとつの文書データとしてまとめられます。 

 
 
 

 
 
 
 

✔ Ｎ０３－１ ファイル読込 – ファイル 

☆ ここがポイント！ ☆ 
 結合ツールのように、優先順の設定などはありません。 
 

データに重複があった場合、
確認画面にて選択できます。 

－ 重複データの処理を簡単に選択 － 



☑ CSVとテキストなど、形式の異なるファイルをまとめて読込むことができます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☑ 複数のファイルを開く際に、形式の異なるファイルが混在している場合、「ファイル形式を自動判断に
任せて読込」ボタンが表示され、クリックすることで、システムが自動判断した形式で読込が行われま
す。  
 

☑ 「ファイルを開く」を操作後に、「追加読込」「新規読込」のどちらの動作を行うか選択画面が開くように
変更しました。 
 
 

 
 
 
 

✔ Ｎ０３－２ ファイル読込 – ファイル 

－  形式の異なるファイルをまとめて読込む － 

テキストファイルとＣＳＶ２ファイルが
混在しているため、 
二か所が太字で表示されている。 

ファイル読込時に「追加読込」
「新規読込」のどちらかを 
選択可能。 

「ファイル形式を自動判断に任せて読込」ボタンを 
クリックすると、システムが自動判断した形式で読込。 



☑ 「スコア分布」系の戦略分析にて、重要度を集計軸として使用可能に。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
☑ 「スコア分布」系の戦略分析にて、重要度を集計軸として使用できるよう修正。 

 

✔ Ｎ０４ 重要度をスコアマップの集計軸に – 戦略分析 

－ オリジナルの軸のスコアマップが作成可能 － 

対象項目に重要度が 
選択できます。 

☆ ここがポイント！ ☆ 
 従来は出願人・発明者・代理人などの名称項目に限定されていました。任意に設定できる重要度の機
能を利用し、より幅広いマップの作成を行なうことができます。 
 



☑ 「設定確認」「ワード分解設定」画面にて、設定内容のファイル保存機能が追加されました。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
☑ ワード分解時の詳細な設定を保存することができるようになりました。 

 
☑ 作業の目的ごとに設定を保存し、呼び出すことができます。 

 
☑ 「メニューの一時環境への取り込みと動作」をご利用いただく場合、取り込んだ設定が反映されます。 

✔ Ｎ０５ ワード分解設定内容のファイル保存機能 – 設定確認 

－ ワード分解の設定が保存可能に － 

クリックすると、「設定読込」や「設定保存」を
行なうことができます。 

☆ ここがポイント！ ☆ 
 この「設定保存」は「ワード分解」のタブ内の設定のみが保存されます。「設定確認」全体の設定が保存
されるわけではありません。 
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